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SHINBASHI
SO-LARIS
JUNCTION

「藻」による都市の新たなネットワーク
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藻ファサードによる発電量

小型配達ドローン
(20 Wh/km )
約 3,000 km

ノートPC
（30 W） 
約 83 日

小型貨物車
5.7L/100km
約 705,600km

小型乗客機
0.70L/km
約 57,000km

中型乗客機
2.0L/km
約 20,800km

eVTOL
（0.20 kWh/km）

約 300 km

照明（LED）
10 W/m²

約 全体の 45％

藻類による年間SAF生産量

晴天時の理論最大値 

約60～70 kW/h

年産 SAF

約32,000 kg
年エネルギー

約1.38×10  kJ9
中型乗中型乗客機客機
2.0L/km

約 300 kmm

小型乗小型乗客機客機
0 70L/km

約 全体の 45

小型貨小型貨物車物車
5 7L/100k

エネルギー生産効率
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Miscellaneous

CORE

ENERGY

PRODUCE

ROGISTICS

CONSUME

容積率最大で立ち上げる

藻類施設をコアに建築に求める機能
にリンクし垂直に分割

建物を波形化し藻類育成の表面積を拡大

藻の生産施設と物流・生産・消費をつなぐ

COAL

FOSSIL FUELS

NON-
Renewable

明治：⽇本初の鉄道駅

現在：雑多なビジネス街

昭和：貨物駅
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西新橋にある経済循環の中に藻類由来の循環が入り込む。SO-LARIS は空では物流を、陸では人流を、互いに新たなネッ
トワークを形成しながら新橋に人・物・エネルギーを介する循環を生む起点となる。

経済循環の中に新たに入り込むエネルギー循環
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外部のエネルギー企業
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藻によって生まれる恩恵
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人・物・情報の溜まる場所性
新橋駅周辺は明治時代から先走って交通や貨物の結節
点となっており、現在は中小企業や飲食店の集まる雑
多なビジネス街となっている。そこには人々のビジネ
スや将来への「エネルギー」が集積し、異業種が密集
する「雑多性」が息づく街である。これらの活力があ
るまちは現在再開発によって大きな街区にまとめられ、
均質化される危機に瀕している。

一方的に消費されるエネルギー
ビジネスが行き交う新橋であるが、消費されるエネル
ギーは一方的に消費し続けており、問題は顕在化して
いるものの対策は十分ではない。

新橋を通過点から再び滞在点へ
都市の発展とともに濠は埋められ、電柱も埋設されイン
フラは都市の裏側になった。物流もネットショッピング
の発展により生活の裏で行われるものとなった。ビジネ
ス街という生産の場でそれらをエネルギーの新たなシス
テムによってつなぎ止め、結節点となり、街に滞在する
意味を再認識することはできないだろうか？

昨今の再生可能エネルギー対策で注目され
ているものが「藻類」である。廃熱や排水
からエネルギーを生産でき、種類によれば
食料や 3D プリンターの材料になる。この
藻類を電気と並ぶ新たな「血液」として考
える。

新橋にある様々な企業や属性の異なる人々
と藻類の関わり合いによって、様々な価値
を生むことができる。これらの雑多な中の
循環を建築と都市の中で提案し、新橋がこ
れからの都市の在り方を発信する中心点と
なる。

藻類 ×新橋による
　　　　　新たな関係性

藻類のポテンシャル
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研究施設

SHOP

西新橋の雑多なビル群

藻×食
食材は地域やレストランの材料に

藻×教育
子どもの学習機会

藻×エネルギー
捨てられるエネルギーから再生産へ

藻×プロダクト
藻を材料とした3Dプリント

藻×コミュニティ
新たなビジネスの発生

製造材料 ビジネス連携飲食・食材 教育 小型輸送機燃料 排水熱利用

様々な職種藻類ビジネス

藻類ビジネス
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新橋周辺企業
羽田空港

藻が生産したエネルギーを利用した新橋一体で空に物流ネットワークを築く。また、VToL
型ドローンによって羽田空港と接続し人の輸送も始める。

藻が生産したエネルギーを管理し、施設の運営を司る。テナントやドローンの使うエネルギー
と廃熱や排水から生産できるエネルギーを調整する。

低層階は新橋の雑多な中小のテナントが入り、中層階には虎ノ門に多いオフィスやレストラン
が入る。
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タンク内に生育する藻が自然のカーテンのように光を遮り、

季節や時間帯に応じて水位を変化させることで、
室内に適切かつ快適な光環境をもたらす。

水位の変化で調光する培養タンク 暗渠水の循環で熱負荷を分担

もたらす。

下→自然採光による光環境 上→日射遮断し冷房負荷削減
暗渠水

熱交換

室内空調・タンク
の水温調節に使用

藻タンク 藻による浄水

室内に適切かつ快適な光環室

水温が年間を通して安定している暗渠水を

熱交換の熱源として利用することで、外気温や
日射条件の影響を受けやすい各水槽内の

水温を効率的にコントロールする。
藻類の種類ごとに最適な生育温度帯を維持しやすく
なり、夏季の過剰な水温上昇や冬季の低温による成
長停滞を防ぐことが可能となる。
また、室内環境の熱負荷削減にも貢献できる。

本提案では、用途別に 3種類の藻を導入する。
これら 3種の藻を相互に結び付け、新たなネットワークを形成し、新橋の潜在的な可能性を拡張する。

MANUFACTURE ‒ 作るための藻
抽出したポリマーを用い、3D プリンタで製作する。
CONSUME ‒ 食べるための藻：
簡単な加工で藻類食として利用できる。

ENERGY ‒ 動くための藻
水素を生産し、燃料電池を介して発電する。
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教育センター ×生産施設

1F 吹き抜けが多く開放的なエントランス空間

5F 藻が包み込むテナント空間
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RF 庭で繋がるヒト・モノの結節点 10F 緑が息づくオフィス


